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不定積分のコツ

tく (不定積分計算の心構え

① 次数を下げる工夫をする

一→次数が 1つ下がるだけで積分計算の負担がかなり軽減されます とにかく次数にこだわろう
②積の形を解,肖する

一→積分は積や商の形に弱いのです その形をいかに解消するのかがポイント

1 次数を下げる

11 三角関数の次数下げ

三角関数の積分は一番よく登場します 様々な方

法がありますが,「次数を下げる」ことを第一に考

えよう (いつもそうとは限らないけど)三 角関数
の次数下げには 2倍角の公式や 3倍角の公式が大

活躍します うるおぼえの人はラストチヤンスだと

思って, しっかりと憶えてください
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(2) Jrsin3″ ご″

考え方 2倍角,3倍角の公式を用いての次数下げ

です (1)は,2倍角の公式 cos 2θ =2 cos2 θ_1

より,cos2 θ=上場■■ここで,θ =サとし
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不定積分の問題は,複雑なものはいくらでもつくることができます しかしながら,あ まり現実味のない
マニアックな関数の不定積分は,それこそ単なるパズルです パズルどまりで技巧的な問題 (つ まり応用価

値の低い問題)に悩む必要はありません 僕は,4STEP問題集の A問題レベルで十分やと思います これ

らの問題を通して,積分計算のコツを紹介していこう まず,次の 2つのポイントが重要です

診注 (2)は次のようにも計算できます こちら
の方法の方が簡単かもしれませんね

COS″ =`と おくと,一 sin″ α″=d′ なので,

暢

″注 この別解を紹介すると,「 さっきと答えが違

うやんかJと質問に来る人がありますが,3倍角の

公式を代入すれば同じ式であることが確かめられます(積分定数は省略してます)ぉ
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例 題 2(1)
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(3) Jr五|三1l α″ 上がヽ2ぎァ投

囲 分数関数器いてt妊ズの
の次数が分母θ(″)の次数よりも大きい場合,割 り

算/(″ )十σ(″)を実行して分子の次数を下げます
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の注 それぞれの式変形ですが,サ ラッとやって

るようですが,実際には筆算による割 り算をしてい

ます
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の注 次数下げせずに一気に置換積分に持ち込む

ことできます (4)だけやってみます

0 (4)の別解
″+2=′ とおくと,ご″=グ′なので,
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まあ,できなくはないですが,ち よつとメンドウで

すね やっぱり次数下げすべきでした
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積の形を解消する

三角関数の積和公式の利用

例 題 3 (1) JrCOS3″ sin 5″α″
(2) Jrsin2″ sin 4″∂″
(3) Jrsin″ COS″ sin 2″ a″

考え方 いずれも三角関数の積和の公式を利用し

ます 改めて紹介しませんが,完全暗記,ま たは ,

加法定理を組み合わせてその都度自分で作る,な ど

の方法で正確に導き出せるようにしておいて くだ

さヽヽ

なお,(3)は積和の公式というよりも 2倍角の公

式より,sin″ cos″ =:Sin 2″ となるはあきら

かですが, ゴーインに積和の公式とみなすこともで

きなくはありません

sin″ cos″ =:{Sin(″ +″)+Sin(″ ―″)}

=:sin 2″

この関係を繰 り返 し用いて積の形を解消 していき

ます
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珍注 この問題は 2倍角の公式をうまく利用して

置換積分で処理することもできます
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